
��  
研究プロジェクト 
 

 

2021 年度研究プロジェクト成Վๅࠄ 

（ᶙ）政治・思想とジェンダー 

（ᶚ）生殖・身体とジェンダー 

（ᶛ）経済・Ң動とジェンダー 

ք֐の助成金による研究プロジェクト 

学会等活動Ҳལ 

 



研究䝥䝻ジェ䜽䝖 

▶ 2021 ೧ౕ研究プロジェέφ成Վๅࠄ────────────────────── 

学ࡏ的ɼ઎ۨ的ジェンダー研究を⽬ࢨして 

ジェンダー研究所は 2015 年から 2021 年度までの 7 年間のプロジェクトで、グローバル⼥性リーダー
育成研究機構の中֫的な研究機関として઎୼的ジェンダー研究に取り組んできた。ジェンダー研究所の
前身であるジェンダー研究センター時代は、21 ੊ن COE プログラム『ジェンダー研究のフロンティΠ』
（2003ʛ2007 年度）の成Վをはͣめとして、優れた業੹をあげた。ジェンダー研究所はこの研究成Վを
継ট・発展させるとともに、ఽ౹的な学໲෾໼にളられない学際的で઎ۨ的なジェンダー研究をࢦして
いる。ジェンダー研究所は、ΠジΠにおけるジェンダー研究のڎ点を目指し、国際的な共同研究と、そ
の成Վ発৶を積極的に進めており、ட積された研究成Վは߁く社会΃ؒݫしていく。 

 
3 ෾໼の઎୼研究྘Үの൅展と国内ʀ国ڠࡏಋ研究をリーχ 

ジェンダー研究所は、（ᶙ）政治・思想とジェンダー、（ᶚ）生殖・身体とジェンダー、（ᶛ）経済・Ң
動とジェンダーの 3 つの෾໼において઎୼研究を進めている。この３෾໼は、独ࣙ性をң࣍しながら༙
機的につながったプロジェクトであり、૱合的な研究成Վをୣ成することを目的にਬ進されており、学
಼研究員、ٮ員研究員、研究ڢ力員のڢ力を得ながら、研究成Վをあげている。֦研究෾໼ごとに研究
会やޮ開セミナーを実施したほか、国際シンポジウムの実施、成Վ出版෼のק行、国際共同研究や国際
ϋットϭークの構築に取り組んだ。ࠕ年も新ܗコロナウイルス״ઝ঳のӪڻにより、ΠジΠ޽科大学Ӆ
大学におけるӅ生交流（本ๅࠄॽ 89ʛ90 นࢂল）など、国際的なϋットϭーク構築はوໝをक़ঘせ͡
るを得なかったが、オンラインでの取り組みによって最大ݸの成Վをあげることができた。また、研究
所ϟンバーらは࿨ชࣧජのほか、学会発表、֐෨ߪԍなどを活発に行った。ݺʓのプロジェクトの研究
֕གྷについては、本ๅࠄॽ 16ʛ23 นをࢂলしていただきたい。 

国ࡏεンϛジΤムɼIGS セϝψーɼ研究ճの֋࠷と学ढ़ࢿࡸʲジェンダー研究ʳのߨק 
֦研究෾໼におけるシンポジウムやセミナーの開催と、『ジェンダー研究』のק行により、成Վ発৶に

力を೘れた。 

ઝ঳֨大により、国際シンポジウムやセミナーはす΄てオン״コロナウイルスܗ年に続き新ࡤ年もࠕ
ラインで実施した。オンラインイベントには、研究ंや大学Ӆ生、学෨生、行政୴౲ं、Ҳൢࢤ຿など、
ඉ৙に෱߁い૜からࢂՅंを得ることができた。時宜にあったテーマを取り上げたことで、௎़との٠
࿨も活発に行われた。研究活動のݭしいয়ڱの中で研究成Վを社会的にؒݫすることができたといえる。 

本研究所ק行の学術ࢿ『ジェンダー研究』は「パンデミックとジェンダーʗ社会・政治経済の再構
築に向けてʗ」のテーマのԾで第 24 号をק行した。研究࿨ช̐本と研究ノート 3 本、そしてݳ৖ๅ
ࠄ事ྭๅ／ࠄ 3 本を特集としてࡎܟしたほか、౦ߚ࿨ช 5 本、ॽ評 11 本という構成において、2021 年
7 月に発行された（本ๅࠄॽ 106ʛ109 นࢂল）。2020 年 3 月からの新ܗコロナウイルス״ઝ঳は੊ֆو
ໝのパンデミックとなり、2021 年度຦においても終わりが見えない。この 2 年間「ステイϙーム」、ٵ
をいち૥くڻを༪ٓなくされた。『ジェンダー研究』はそのӪݸいられ、行動制کԄなどをළൡにٵ、ߏ
෾ੵするために߁く࿨ߡをู集するܙで特集をة画した。ޛ年、2020 年のয়ڱを理մするҲ助となるྼ
࢛的なࣁྋとしてもқٝがあるとߡえられる。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

2021 ೧ౕ研究プロジェέφ ෾໼พҲལ 

（ᶙ）政治・思想とジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
「౨ΠジΠにおけるジェンダーと政治」研究 

IGS 研究プロジェクト 
「౨ΠジΠのӿڧ的⼥性ӣ動」研究 

科学研究費خ൭研究 B（՟ୌ൬号：18H00817） 

⼥性の政治ࢂ画の্ป：国会٠員・ݟ連΃の༥ૻ・ϐΠリング௒ࠬ 

科学研究費خ൭研究 C（՟ୌ൬号：19K12604） 
ジェンダークオータの政治学：制度Կとఏ߇ 

（ᶚ）生殖・身体とジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
生殖ҫྏとジェンダー 

科学研究費خ൭研究 C（՟ୌ൬号：18K00034） 
ঀ֐国のഓ۰子ドナーのಙ໌性と出生ंのஎるݘཤのଲ立΃のଲॴに関する研究 

（ᶛ）経済・Ң動とジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
 本機೵の変Կと『๎஠』されるਕʓࣁ：本と身体のジェンダー෾ੵࣁ

IGS 研究プロジェクト 
国際࿓ಉ力Ң動のジェンダー෾ੵ 

科学研究費خ൭研究 A（՟ୌ൬号：19H00607） 
Ң຿ण೘れ国-ૻ出し国の政ࡨ૮ޕ連関：国際社会学からのർֳ研究 

科学研究費خ൭研究 B（՟ୌ൬号：20H01468） 
新ڷΠジΠにおける IT-BPO の国際෾業の成立とジェンダー 

科学研究費خ൭研究 B（՟ୌ൬号：19H01578） 
再生ࢊ྘Үの国際性พ෾業における日本のՊ事・ίΠ࿓ಉंのྼ࢛的ܧොと連ଵ 

科学研究費خ൭研究 C（՟ୌ൬号：19K12603） 
 ࿓ಉ力ഓ஖：Ŋグローバル・シティŋのジェンダー෾ੵࢊにおけるҢे⼥性の再生ߕߵ

科学研究費خ൭研究 C（՟ୌ൬号：21K12395） 
インドϋシΠਕؒؾҢ຿の再౹合における࿓ಉ経ݩのқັ：Ңे઎での࿓ಉं૜พ෾ੵ 

科研費国際共同研究Յଐخ金（国際共同研究کԿ B） （՟ୌ൬号：21KK0033） 
ਕ຿ޮ社期の中国೸ଞにおける生活஡঄の変Կとジェンダー 
 

ք֐の助成金によるプロジェクト 

ノルウェーリγーοΩウンシル（287699） 
INTPART 「ジェンダー平等／ダイバーシティ：ノルウェー・日本共同研究」 

ノルウェー高等教育国際連ܠਬ進機関 Diku（UTF-2020/10135） 
UTFORSK「ノルウェーと日本におけるジェンダー平等およびダイバーシティ教育」 

デンマーク教育研究ு（Uddannelses- og Forskningsstyrelsen）の助成プロジェクト 
Reconceiving Donor Conception in Denmark and Japan 

Konrad Adenauer Foundation （Konrad Adenauer Stiftung）のࢩԋによるΠジΠ 10 ϳ国共同研究 
Substantive Representation of Women Parliamentarians and Gender Equality in Asia: A Comparative Study 
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研究䝥䝻ジェ䜽䝖 

（ᶙ）政治・思想とジェンダー 

IGS 研究プロジェέφ 
「౨アジアͶ͕͜るジェンダーと੕࣑」研究 

ʴ研究୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴ共同研究ंʵࢀӞまり（上ஒ大学教द）、スティールऑس（ݻ໌ݫԲ大学特任०教द）、 
⅕ీਇ理（Stand by Women 代表）、Soo-hyun Kwon（Sogang University）ほか 

ʴ֕གྷʵ 
౨ΠジΠஏҮはその経済発展の成Վにより国際的に注目されているが、政治の຿कԿのಕ۔はҲ༹で

はない。本研究プロジェクトでは、日本とؘ国、ୈ࿹の٠員をଲেとしたΠンίート௒ࠬによる国際ർ
ֳ෾ੵを行ない、౨ΠジΠஏҮにおいて、⼥性の政治代表性を向上または๨げるགྷોはՁか、政治制度
におけるジェンダー多༹性を実ݳさせるにはどのようにしたらよいかをݗ౾する。 

 

IGS 研究プロジェέφ 
౨アジアのӿڧ的⼥性ӣ動 

ʴ研究୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 

ʴ֕གྷʵ 
٠৖、ジϡーナリθム、γイバー、৖、ޮ共交௪機関、大学Ϋϡンパス߁日の⼥性ӣ動は、࿑上やࠕ

間など、さま͡まな৖で実ભされ、՟ୌմ݀に向けた国際的連ଵとΠクションを生み出している。本ۯ
研究は౨ΠジΠにおけるそのようなӿڧ的⼥性ӣ動の展開についてࡱߡするものである。۫体的には

（1）ILO「Պ事࿓ಉंのためのディーセント・ϭークに関するড়༁」（第 189 号ড়༁）に関連する࿓ಉӣ
動、（2）ൕ܋事Կをめ͛る⼥性たちのӣ動、（3）中国の⼥ݘकٝंたちのトランスローΩル/トランスナ
ショナルなӣ動に目を向ける。 

 
Ռ学研究ඇخ൭研究 %（課ୌ൬ߺʁ18+00817） 
⼥性の੕࣑ࢂժの্ปʁ国ճ٠ҽʀݟ࿊΃の༥ૻʀϐアリング௒ࠬ 

ʴ研究୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द）ʨ研究෾୴ंʩ 

ʴ研究代表ंʵࢀӞまり（上ஒ大学教द） 

ʴ期間ʵ2018ʛ2022 年度（Ԉ⻑） 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は「⼥性の政治ࢂ画にଲする্ป」を国会٠員およびकགྷ政ౚの౐ಕැࢩݟ෨΃の௒ࠬを௪ͣ

て໎らかにする。⼥性٠員がঙないݬҾに関してはすでに国಼֐で研究のட積があり、複合的なགྷોに
よって⼥性ޫึंの数がཊ制されていることが෾かっている。中でも大きな্ปとなっているのが、「政
ౚのޫึंリクルートϟントとޮ೟݀ఈգఖ」である。本研究はそこに঱点をあて、༥ૻ௒ࠬとインタ
ϑϣー௒ࠬを組み合わせることで、なͧ⼥性ޫึが༶立されることがঙないのか、どこに্ปがあるの
かを特ఈする。これまでք֐の研究で指ఢされているジェンダー・ステϪオタイプ、஋性のϙϠ・λー
シϡル・ϋットϭーク、成ޯ体ݩのգ大評価、ઞंึޫࡑ΃のઈ得๏๑の஋⼥ࠫなどについて、それら
はどのఖ度のӪڻ力を日本では࣍っているのか、政ౚࠫ、ஏ๏ࠫはどのように見られるのかを໎らかに
する。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

Ռ学研究ඇخ൭研究 C（課ୌ൬ߺʁ19.12604） 
ジェンダーέΨータの੕࣑学ʁ੏ౕ化とఏ߇ 

ʴ研究代表ंʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴ期間ʵ2019ʛ2022 年度（Ԉ⻑） 

ʴ֕གྷʵ 
٠会のジェンダーޮ平な代表性を֮ฯするために導೘されたジェンダー・クオータ（⼥性ޫึंׄ౲

制）のްՎとその制度が⼥性の政治的代表性にٶ·すӪڻを෾ੵする。事ྭとして取り上げるؘ国は、
2000 年代前ൔから政ౚのޫึंのҲఈׄ合を⼥性に౲てるクオータ制度を導೘した。しかし、クオー
タが実施されて 15 年が経たࡑݳも⼥性٠員は 20ˍにࢺらͥ、ݳ行クオータ制度にٛ໲がఆされてい
る。઎行研究では、クオータ制度がްՎを出せない理༟のҲつに、٠会の஋性優Ғ性がڶかされること
΃のఏ߇、すなわち、クオータ・バックラッシϣが指ఢされている。本研究は、գڊ 15 年間の政ౚพ
મڏデータٶび政ౚ関ंܐや⼥性٠員΃のซき取り௒ࠬを௪ͣて、クオータ制度の実施য়ڱ、クオータ
で౲મした⼥性٠員の政治的ΫϡリΠパスٶび政ౚのޮ೟գఖを෾ੵし、クオータ導೘ޛにݳれたクオ
ータ・バッシングのঀ૮を໎らかにすることで、ؘ 国でクオータ制度がॉ෾なްՎを発ضできないݬҾ
をմ໎するとともに国際ർֳのための理࿨構築を目指す。 
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研究䝥䝻ジェ䜽䝖 

（ᶚ）生殖・身体とジェンダー 

IGS 研究プロジェέφ 
ਫ਼৫ҫྏとジェンダー 

ʴ研究୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴ֕གྷʵ 

生殖ҫྏの進ิはめ͡ましく、第ंࢀの੠子やཝ子、代理出ࢊをཤ༽した生殖ҫྏ技術の੍ඉについ
て、社会や専໵Պ集஄の間でݗ౾が෈ॉ෾なまま、Ҳൢ社会でのཤ༽が߁まっている。こうしたয়ڱは、
を໲わͥ、生殖ҫྏの֐している。本研究では、国಼·ٶをڻ΋性である⼥性たちに、より大きなӪࢊ
෕ٶが⼥性たちにٶ·しているӪڻを໎らかにする。 

 
Ռ学研究ඇخ൭研究 C（課ୌ൬ߺʁ18.00034） 
ঀ֐国のഓ۰ࢢχψーのಙ໌性とड़ਫ਼ंのஎるݘཤのଲ⽴΃のଲॴͶؖする研究 

ʴ研究୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴ期間ʵ2018ʛ2021 年度 

ʴ֕གྷʵ 
日本の੠子఑ڛはこれまでಙ໌で実施されてきた。ۛ年、ཝ子఑ڛにも注目が集まる中、ドナーのಙ

໌性の੍ඉについて٠࿨される機会がଁえると༩଎される。本研究は国಼での٠࿨に向けて、出生ंの
出ࣙをஎるݘཤを๑でฯ্する国について、๑制ఈまでにどのような٠࿨があったか、および๑施行ޛ
のয়໎ڱらかにするものである。 
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ジェンダー研究所事業報告書 

（ᶛ）経済・Ң動とジェンダー 

IGS 研究プロジェέφ 
資本とਐରのジェンダー෾ੵ 

ʴ研究୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 

ʴ共同研究ंʵଏ立ᚺ理子（IGS IGS）໎߁員研究員）、൚井ٮ 研究ڢ力員/専र大学०教द） 

ʴ֕གྷʵ 
本プロジェクト「ࣁ本と身体のジェンダー෾ੵ：ࣁ本機೵の変Կと『๎஠』されるਕʓ」は、グロー

バル金༧ث機以降のࣁ本の中਽機೵の変Կを෾ੵする。γスΫΠ・γッセンの「๎஠ expulsions」֕೨
に஥目して、ॊཔの身体のஇฤԿやഋঈ／ใઃの֕೨では೼Ѵ෈೵な「๎஠」の「৙ସԿ」をジェンダ
ー෾ੵのࢻ点から行う。 

 

IGS 研究プロジェέφ 
国ࡏ࿓ಉྙҢ動のジェンダー෾ੵ 

ʴ研究୴౲ʵ平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴ֕གྷʵ 

国際࿓ಉ力Ң動は、グローバルな政治経済য়ڱやण೘国におけるҢ຿政ࡨのみならͥ、ૻ 出し国の政
治、経済、ชԿといったझʓのགྷҾにもوఈされる。ࠕ年度は、ベトナム、インドϋシΠ、フィリピン
からのҢे࿓ಉं、特に技೵実स生やҢे࿓ಉंの子どもたちが௜໚した໲ୌを٠࿨する。 

 

Ռ学研究ඇخ൭研究 $（課ୌ൬ߺʁ19+00607） 
Ң຿ण೘Η国ʗૻड़し国の੕ࡨ૮ޕ࿊ؖʁ国ऀࡏճ学͖Δのർֳ研究 

ʴ研究୴౲ʵ平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ）ʨ研究෾୴ंʩ 
ʴ研究代表ंʵঘ井ౖঞ޼（Ҳڰ大学教द） 
ʴ期間ʵ2019ʛ2021 年度 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は、Ң຿をめ͛るঀ໲ୌを、ण೘れ国およびૻ出し国におけるঀ政ࡨの動的連関がٶ·すӪڻ

からࡱߡする。෾୴ंは、インドϋシΠのքޑ֐༽政ࡨ෾ੵを୴౲している。 
 

Ռ学研究ඇخ൭研究 %（課ୌ൬ߺʁ20+01468） 
৿ڷアジアͶ͕͜る I7-%3O の国ࡏ෾ۂの成⽴とジェンダー 

ʴ研究୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द）ʨ研究෾୴ंʩ、ଏ立ᚺ理子（IGS  員研究員）ʨ研究෾୴ंʩٮ

ʴ研究代表ंʵຉ๗ࢮ（૥Ҷీ大学教द） 

ʴ期間ʵ2020ʛ2022 年度 

ʴ֕གྷʵ 
本共同研究は、IT-BPO の実ৄ研究と国際ർֳによって、ΠジΠについての新しい国際政治経済学を

構築するものである。۫ 体的には IT-BPO 、業の新国際෾業の成立にともなう⼥性の࿓ಉ力の再ഓ஖とࢊ
成⻑のՎ実としての中間૜の成⻑とভ費、౐ࢤԿの進展、さらにはこうした経済社会の変༲が、֦国の
຿ककٝに༫えるӪڻを国際ർֳからݗ౾する。 
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研究䝥䝻ジェ䜽䝖 

 
Ռ学研究ඇخ൭研究 %（課ୌ൬ߺʁ19+01578） 
 ොと࿊ଵܧʀίア࿓ಉंのྼ࢛的ࣆͶ͕͜るೖ本のՊۂ性พ෾ࡏ྘Үの国ࢊਫ਼࠸

ʴ研究୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द）ʨ研究෾୴ंʩ、平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ）ʨ研究෾୴ंʩ 
ʴ研究代表ंʵఈনช（恵ચ⼥学Ԅ大学教द） 
ʴ期間ʵ2019ʛ2021 年度 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は、再生ࢊ࿓ಉの国際෾業が進展する日本において、࣏ の二点に঱点を౲て実ৄ的にݗ౾する。

第Ҳにྼ࢛的ࢻ点からのޑ༽कʗഁةݥ業ʗ࿓ಉंのඉଲস的な関ܐ、第二にՊ事・ίΠ࿓ಉंが༙す
るݸఈ的社会関ࣁܐ本からમ択する行ҟや集合行ҟによって、࿓ಉंを取りתく制度の変༲。 

 
Ռ学研究ඇخ൭研究 C（課ୌ൬ߺʁ19.12603） 
 ࿓ಉྙഓ஖ʁ「グローバルʀεティ」のジェンダー෾ੵࢊਫ਼࠸Ͷ͕͜るҢे⼥性のߕߵ

ʴ研究代表ंʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 

ʴ期間ʵ2019ʛ2021 年度 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は、ߕߵ社会においてҡなるҢे⼥性による再生ࢊ࿓ಉ力がどのようにഓ஖されてきたかを、

中国ਕՊ事࿓ಉंと֐国੸Պ事࿓ಉंおよびそのޑ༽कをଲেとしたオーラル・ϐストリーのซき取り
から໎らかにするものであるߵ。 業Կ࿑તから౨ΠジΠの金༧・๷ҝγーϑスの中਽を޽向ࢦが༎出ߕ
成す「グローバル・シティ」΃と఺׷した時期は、֐国੸のՊ事࿓ಉंのणけ೘れが֨大していくとと
もに、कに߁౨঴に出ࣙをもつ中国ਕ⼥性の࿓ಉ力ഓ஖に変Կが生ͣた時期と॑なる。1980 年代຦か
らࠕ日までのߕߵの社会経済構ଆの変動において、トランスナショナルにあるいはトランスローΩルに
Ң動してՊ事࿓ಉंになった⼥性たちはどのようにणけ೘れられたのか。ҡなるίΠの୴いघたち（Ң
े⼥性）とणけघたち（ޑ༽क）の「ίΠのىԳ」を௪ͣてߕߵの再生ࢊ྘Үの変Կをとらえたい。 

 
Ռ学研究ඇخ൭研究 C（課ୌ൬ߺʁ21.12395） 
΢ンχϋεアਕؒؾҢ຿の߻౹࠸Ͷ͕͜る࿓ಉݩܨのқັʁҢे઎Ͳの࿓ಉं૜พ෾ੵ 

ʴ研究୴౲ʵ平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ）ʨ研究෾୴ंʩ 
ʴ研究代表ंʵ中୫७子（大ࢊࡗ業大学教द） 
ʴ期間ʵ2021ʛ2023 年度 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は、インドϋシΠにおけるؒؾҢ຿をଲেに、ҡなる࿓ಉं૜におけるҢ動の実૮をർֳし、

再౹合のࡑり๏を໎らかにする。۫体的には、Պ事࿓ಉに代表されるඉज़࿇࿓ಉ、日本での技೵実स、
の新たなライフステージ構築に向けޛؒؾ、等のίΠ࿓ಉにॊ事するҢे࿓ಉंをଲেとしޤղ・ޤ؅
ての൶らのࣙ立ࢩԋのࡑり๏や࿓ಉ経ݩの活かし๏を、ݳஏ௒ࠬをخにࡱߡする。 
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Ռ研ඇ国ڠࡏಋ研究Յଐۜخ（国ڠࡏಋ研究ک化 %）（課ୌ൬ߺʁ21..0033） 
ਕ຿ޮऀغの஦国೸ଞͶ͕͜るਫ਼活஡঄のร化とジェンダー 

ʴ研究୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द）ʨ研究෾୴ंʩ 

ʴ研究代表ंʵຉ޳ਜ਼（大ޮࡗ立大学教द） 

ʴ期間ʵ2021ʛ2024 年度 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は科研費・国際共同研究Յଐخ金（国際共同研究کԿ（B））をणけ、2021 年 12 月から 2025 年

3 月にかけて実施される国際共同研究のプロジェクトである。ਕ຿ޮ社期（1950 年代ʛ70 年代）の中国
೸ଞにおける生活஡঄の変Կとジェンダーについて、ݱࣁഓ෾のあり๏に஥目して、実ৄ的にݗ౾する
ことを目的とする（本ๅࠄॽ 88 นࢂল）。 

中国೸ଞでは、1949 年の「࢓ఈݓ๑」や 50 年の「࠙ҿ๑」「ౖஏրַ๑」のޮා、またਕ຿ޮ社制度
の展開により、෩ݒ的な׵सのഉઊが進められるとともに஋⼥平等の制度的خ൭が構築されていった。
ところが、生ࢊ࿓ಉ΃のࢂՅのఖ度の஋⼥ࠫ（࿓ಉ点数にଲする⼥性ࠫพのଚࡑも）、ߠஏや水ཤ施設
などの共༙ݱࣁ΃のΠクセスに⼥性と஋性とでどのఖ度ҩいがあったのかなど、෈໎な点は多い。さら
にޮ共ৱಌや୙ࣉ所のݳ実的なཤ༽য়ڱ、Պ事やίΠなど再生ࢊ࿓ಉの性พ෾業についても、研究のۯ
പ෨෾になっている。 

以上のことから、ᶅ֦ஏ೸ଞにおけるਕ຿ޮ社期のݱࣁഓ෾のあり๏をմ໎すること、ᶆ੊ଵ಼֐に
おける生ࢊ・再生ࢊ࿓ಉの࿓ಉ力ഓ஖の実ସをࡱߡし、「ଞ」や「Պ」のݘ力関ܐやو൥にどのような
༵ら͙があったのかをմ໎すること、ᶇさらにᶅᶆと関ܐする໲ୌとして、国ՊϪベルの指ਓや計画生
育がخ૜社会における生活஡঄に༫えたӪڻをմ໎する。 
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ք֐の助成金によるプロジェクト 

 
όルΤェーリγーοΩΤンεル（287699） 
IN73$57 「ジェンダーฑ౵ʙダ΢バーεティʁόルΤェーʀೖ本ڠಋ研究」 

ʴ研究୴౲ʵ 
石井クンツ昌子（本学理事・副学⻑） 
ঘ྆ۆ子（IGS 研究員） 
୫ཇ子（IGSރ 所⻑） 
ઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
 ඔ（リγーο・ΠドミニストϪーター）ޮݬ٤
ࠦ໼७子（ܜጱٝग़大学特任ࢥߪ、IGS 研究ڢ力員） 
নీデϪク（国際教育センターࢥߪ） 
ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター研究ं 

ʴ期間ʵ2019ʛ2022 年度 

ʴ֕གྷʵ 
ジェンダー平等とダイバーシティに関する、NTNU ジェンダー研究センターとの共同プロジェクト。

ノルウェーと日本のジェンダー平等およびダイバーシティのݳয়য়ڱについて理մを਄め、社会・ชԿ・
ྼ࢛・政治的ഐܢを؜めて෾ੵ・ࡱߡする国際ർֳ研究し、ྪࣇと૮ҩについての理մを਄めることを
௪ͣて、新たなஎ見を得ることを目指す。୴౲研究ंが、それぞれの専໵྘ҮにԌってノルウェーの研
究ंと組んで研究を進める（本ๅࠄॽ 86 นࢂল）。 

 
όルΤェー߶౵教育国ࡏ࿊ܠਬ਒機ؖ 'iNu（87)�2020�10135） 
87FO5S. 「όルΤェーとೖ本Ͷ͕͜るジェンダーฑ౵͕Γ;ダ΢バーεティ教育」 

ʴ研究୴౲ʵ 
ঘྜྷ੥（グローバルリーダーシップ研究所⻑）ʨ本学ଈ代表ʩ 
୫ཇ子（IGSރ 所⻑）ʨ本学ଈプロジェクト・コーディϋーターʩ 
石井クンツ昌子（理事・副学⻑） 
নీデϪク（国際教育センターࢥߪ） 
Ԯଞཤ恵（グローバルリーダーシップ研究所特任ࢥߪ） 
 ඔ（リγーο・ΠドミニストϪーター）ޮݬ٤
ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター研究ं 

ʴ期間ʵ2021ʛ2025 年度 

ʴ֕གྷʵ 
ジェンダーおよびダイバーシティ研究教育の質を高めるための新しい教育戦略を構築するプロジェク

ト。学生、ऑघ研究ं、教員が、パートナー大学での共同セミナーや共同指導を経ݩするなど、質が高く
活力にຮちた、国際的な学びのڧ؂を఑ڛする。研究発表やࢊ学連ܠ΃のࢂ༫などऑघ研究ं΃の機会఑
、や、࿨ชの共同ࣧජなど研究ं同࢞のগཔ的なパートナーシップ発展につながる活動も行う。またڛ
SDGs のジェンダー・ダイバーシティ関連の目標ୣ成にࣁする成Վを目指す（本ๅࠄॽ 87 นࢂল）。 
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ք֐の助成金によるプロジェクト 

.onrDd $denDuer FoundDtion �.RQUDG $GHQDXHU 6WLIWXQJ�のࢩԋͶΓるアジア 10 ϳ国ڠಋ研究 
SuEstDntiYe 5eSresentDtion of :oPen 3DrOiDPentDriDns Dnd Gender ETuDOit\ in 
$siD� $ CoPSDrDtiYe Stud\  

ʴ研究୴౲ʵ 
Ki-young Shin (Ochanomizu University Professor, Japan) 
Ruwanthi Jayasekara (Institute of National Security Studies Associate Researcher, Sri Lanka) 
Aashiyana Adhikari (Center for South Asian Studies Research Associate, Nepal) 
Syeda Lasna Kabir (University of Dhaka Professor, Bangladesh) 
Ummu Atiyah binti Ahmad Zakuan (Universiti Utara Malaysia Senior Lecturer, Malaysia) 
Ella Syafputri Prihatini (Universitas Bina Nusantara Lecturer, Indonesia) 
Sara Niner (Monash University Lecturer, Australia) 
Therese Thi Phuong Tam Nguyen（Universidade Nacional Timor Lorosa’e Head of Community Development 
Department, Republika Demokratika Timor Lorosa'e） 
Jean S. Encinas Franco (University of Philippines Associate Professor, Philippines) 
Chang-ling Huang (National Taiwan University Professor, Taiwan) 
Mikiko Eto (Hosei University Professor, Japan) 
Devin K. Joshi (Singapore Management University Associate Professor, Singapore) 

ʴ期間ʵ2021 年 2 月ʛ2022 年 7 月 

ʴ֕གྷʵ 
ΠジΠ 10 ϳ国（日本、ؘ国、ୈ࿹、フィリピン、ϋパール、スリランΩ、౨ティϠール、バングラ

デシϣ、インドϋシΠ、マϪーシΠ）における⼥性の実質的な政治代表性について、֦国の஋⼥国会٠
員にଲしてインタϑϣー௒ࠬを実施した。⼥性٠員が多い国会の委員会、あるఖ度いる委員会、そして
⼥性٠員がほとんどいない委員会に෾けて、ジェンダー平等や⼥性のཤ֒関ৼがどのఖ度、どのように
して委員会の٠ୌとして٠࿨されているのか、などについてർֳ研究した。研究成Վはॽ੸ Substantive 

Representation of Women in Asian Parliaments として Routledge 社から 2022 年 8 月にק行される（本ๅࠄ
ॽ 84 นࢂল）。 

 
υンϜーέ教育研究ு（8GGDQQHOVHV� RJ )RUVNQLQJVVW\UHOVHQ）のঁ成プロジェέφ 
5eFonFeiYinJ 'onor ConFeStion in 'enPDrN Dnd -DSDn 

ʴ研究୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴ研究代表ंʵStine Willum Adrian 
ʴ期間ʵ2022 年 3 月ʛ2023 年 12 月 

ʴ֕གྷʵ 
日本では੠子ドナーの෈ଏが໲ୌとなっており、デンマークには੊ֆ的にもوໝの大きい੠子バンク

が複数ଚࡑする。デンマークの੠子バンクは日本の෈ೝΩップルにも注目されており、これをཤ༽する
ंもঙなくない。そこで、本プロジェクトでは、デンマークの研究ं 3 ໌と日本の研究ं 5 ໌で、両国
のドナーの֮ฯを؜΋੠子バンクのয়ڱを௒ࠬし、それらの௒ࠬを௪して、҈全性を֮ฯするためのド
ナーのスクリーニングのࡑり๏やドナー΃のๅृの੍ඉ、ドナーのಙ໌性の໲ୌ等についてݗ౾し、そ
の結Վを政ැや社会に向けて発৶していく（本ๅࠄॽ 87 นࢂল）。 
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���� 年度 学会等活動Ҳལ 

 

 ୫ཇ子（所⻑）ރ

日本ӵช学会（ฦ集委員）、日本ΠϟリΩช学会（౨ࢩښ෨評٠員・ฦ集委員）、日本ΠϟリΩԍܸ学会（評
٠員）、日本ΠϟリΩ学会、独立行政๑ਕ大学րַࢩԋ・学Ғद༫機構（学Ғ৻ࠬ会専໵委員） 

 

ਅⅰᒉ（教द） 

International Political Science Association、American Political Science Association、European Conference on Gender 

and Politics、International Association for Feminist Economics、日本政治学会（෾໼พ研究会「ジェンダーと政治
研究会」）、日本ർֳ政治学会、日本フェミニスト経済学会、日本社会政ࡨ学会、「⼥性・戦૬・ਕݘ」学会、
『ジェンダー研究』ฦ集⻑、λウル大学日本研究所『日本൹評』ք֐ฦ集委員、佄ࢃ大学⼥性学研究所『⼥
性学研究』ฦ集委員 

 

大࢛ڰ恵（०教द） 

International Association for Feminist Economics、日本社会学会、関౨社会学会、日本フェミニスト経済学会（ײ
事会ༀ員、『経済社会とジェンダー』ฦ集⻑）、ジェンダー࢛学会、ݳ代中国学会、中国⼥性࢛研究会、経済
理࿨学会෾໼พジェンダー෾科会 

 

ઍഀ༟Յ཮（特任ࢥߪ） 

日本ҫ学ఫ学・ྛ理学会（国際ࢿฦ集委員、߁ๅ委員会委員）、日本生ໍྛ理学会（評٠委員）、日本生殖؅
学会、European Society of Human Reproduction and Embryology (ESHRE)、Society for Social Studies of Scienceޤ

（̒S） 

 

平໼恵子（特任ࢥߪ） 

International Association for Feminist Economics、日本社会学会、国際ジェンダー学会（理事・評٠員）、日本フ
ェミニスト経済学会（ײ事）、Ң຿政ࡨ学会（ࠬಣ）、ΠジΠ政経学会、౨ೈΠジΠ学会、インドϋシΠ⼥性・
ジェンダー・子ڛ学会ࢿ Salasika ࠬಣ委員 
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